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1　は　じ　め　に

かつて広人な面積を占めていた野草地は，その一郎にお

いて，牧草地．植林地として再編整備されているものの，

大部分が未利用のまま放置されている現状である。これら

野草資源を粗飼料源として，効率的に利用することは肉用

牛の低コスト生産技術に不叫欠であると考えられる。しか

し，野草の生育時期別の飼料価値についての知見は少なく，

主要な野草資源であるシバの飼料価値も明らかではない。

本研究は，野草地放牧の基礎的知見を得るため，採食性が

良好である主要野草のシバ，クマイザサ及び樹彙規のミネ

ヤナギについて，生育時期別の飼料成分及びミネラル含量

を調査し，シバについては，更に栄養価について検討した。

2　試　験　方　法

シバ，クマイザサ及びミネヤナギの飼料成分及びミネラ

ル含員の季節変化を．以下の方法で調査した。岩手県畜産

試験場外山分場内，大尺山南丙斜面の野草放牧地から，

1989年の5月23トは、ら10月16Hにわたって，シバ，クマイ

ザサ及びミネヤナギについて摘み取り法により．採食量の

調査と分析サンプルの採集を行い∴阿料成分，ミネラルを

分析した。

飼料成分の粗蛋白質（CP）はケルダール法で，繊維成分

である細胞壁物質（OCW），高消化性繊維区分（Oa），低

消化性繊維区分（Ob）及び細胞内苓物（OCC）は酵素法

で各々分析した。更に，シバの栄養価の評価をめん羊によ

る消化試験により行った。サンプルは8月21【」に外山分場

内と東北農試内の圃場から生草を採取し，消化試験供式ま

での3日間冷蔵庫に貯蔵した。なお，消化試験は，前期7

円．後期7日の全糞採取法で行った。

3　試験結果及び考案

（1）飼料成分含星の季節的推移

図1にCP含量の推移を示した。クマイザサとミネヤナ

半は，6月6日に約20％であったものが，その後7月にか

けて急激に低下し，その後は緩やかに低下した。シバの

CP含鼻は6月21日に11％でその後緩やかに低下し，10月
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図1　CP含量の季節的推移

16日には6％となった。表1には繊維成分及びOCC含量

の推移を示した。クマイザサ，ミネヤナ半は春から夏にか

けて，OCW含屋が＿1二昇したが．秋になると再び減少した。

逆にシバは，OCW含観が，春に高く，夏に低く．秋に再び

高くなる傾向が認められた。Ob含量もOCW含量と同様な

傾向が認められ，ミネヤナギはシバ，クマイザサに比べ，

10％程度低かった。クマイザサのna含星は．季節が進む

につれ低下し，ミネヤナギも同様な傾向を示した。シバは

5％から7％の間を推移し，一定の傾向は認められなかっ

た。クマイザサはシバ，ミネヤナギよりもOa含星が高く．

ミネヤナギは7月以降Oa含星が急激に低下した。高消化

性の成分であるOCC含星は，クマイザサ，ミネヤナギでは

夏に低く，春と秋に高い傾向が認められたが．逆にシバは

夏高く，春と秋に低かった。ミネヤナギのOCC含星は－ク

マイザサ，シバに比べ．著しく高かった。シバが，夏に低

消化件の成分であるOCW，Ob含伍が低く，高消化性の

Oa．OCC含星が高い理由としては，シバの生長が夏期の

高温によって促進され，新芽の割合が増加したためと考え

られた。図2に，放牧牛の時期別採全駅を示した。クマイ

ザサはどの調査時期も同程度の採会見であったが，7月8

円にはミネヤナギを，8月8日にはシバを多く採食した。

岡野・岩元■）はミネヤナギの放牧牛の噂好性はあまりよく

ないとしているが．本試験では，初夏にかなりの量を採食

することが確認された。
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表l　繊維成分及び細胞内容物含量の季節的推移
調 査 日 単　　 極 O C W　　　 O a

5 ／ 2 3 ミ ネ ヤ ナ ギ 6 3 ．2　　　 1 3 ．2

6 ／ 6
ク マ イ ザ サ 7 0 ．6　　　 】5 ．8

ミ ネ ヤ ナ ギ 6 3 ，6　　　　 7 ．8

6 ／ 2 1 シ　　　　　 ノヾ 78 ．4　　　　 7 ．6

7 ／ 6

シ　　　　　 ′ヾ 74 ．2　　　　 7 ．0

ク マ イ ザ サ 74 ．2　　　 1 3 ．2

ミ ネ ヤ ナ ギ 6 0 ．0　　　　 2 ．6

7 ／ 2 6

シ　　　　　 ノヾ 7 1 ．1　　　 7 ．9

ク マ イ ザ サ 7 5 ．3　　　 1 2 ．5

ミ　ネ ヤ ナ ギ 6 4 ．2　　　　 3 ．2

8 ／ 8

シ　　　　　 ノヾ 7 5 ．1　　　　 5 ．2 ・

ク マ イ ザ サ 7 1．9　　　　 8 ．2

ミ ネ ヤ ナ ギ 6 6 ．3　　　　 4 ．7

9 ／ ‖

シ　　　　　 ノヾ 7 8 ．4　　　　 4 ．6

ク マ イ ザ サ 7 4 ．1　　　　 7 ．2

ミ　ネ ヤ ナ ギ 6 7 ．0　　　　 3 ．1

10 ／ 16

シ　　　　　 ノヾ 7 7 ．4　　　　 7 ．4

ク マ イ ザ サ 7 0 ．4　　　　 5 ．3

ミ ネ ヤ ナ ギ 6 4 ．4　　　 1．6
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図2　摘み取り法による放牧牛の時期別採食量

シバの生草を剛、た消化試験の結果より．シバのTl）N

含畠は約50％で，牧草のチモシー一番草の結実期並の値で

あることが明らかとなった。

（2）ミネラル含星の推移

クマイザサ，ミネヤナギのP含星は7月上旬までは高い

が，それ以降は急激に低下し，シバは0，1％程度と常に低

い値で推移した。

図3に，Ca含員の推移を示した。ミネヤナ半のCa含姐

は常に著しく高く．季節が進むにつれて更に上昇した。シ

バは0・3％程度で推移し，クマイザサは低い値であったが，

秋にかけやや順した。K含紬は春先にいずれの野草も高

いが，次第に低下した。ミネヤナギのMg含星は0．15％以

上で推移し，季節が進むにつれて増加した。シバ．クマイ

ザサも0・1％と値は低いものの，同様な傾向が認められた。

ZnとMn含星は，ミ　ネヤナギが200ppmから300
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調　査　日（月／日）

図3　Ca含量の季節的推移

PPmでシバ・クマイザサに比べ著しく高く，また．3字種

とも春と秋に高く．夏に低い推移を示した。Cuはいずれ

の野草とも7ppm前後で季節が進むにつれ減少する傾向
であった。

図4に，K／（Ca＋Mg）（当量比）を示した。この値が

2・2以しの場合は，グラステタニー掟の発′しか増加けると

されているが．本試験結果より，春先にクマイザサの値が

1・6と著しく高い値を示すものの．以後急激に減少し，8

月8日以降は，2．2より′トさな値となり，また，シバは

1．5，ミネヤナギは1以下で推移した。
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図4　K／（Ca＋Mg）．の季節的推移

以上の結果より，ミネヤナ半は．低消化椎のOCWやOb

含貝が低く，ミネラル組成はマメ科牧草に類似することが

明らかとなり，放牧牛にとって良質な粗飼料と考えられた。

また，クマイザサの春先のK／（Ca＋Mg）の当量比が高

いものの，PやMnが高いことから放牧牛のミネラル栄養

の改善に役立っと考えられた。シバは，春と秋には高消化

作のOCC，Oa含星が低く，低消化性のOCW．Ob含億は

高いが一夏になるとOCC，Oa含星が増加し，OCW，

Ob含属が減少し．放牧牛の嗜好性もあがるため．夏場の

放牧牛の飼料源として重要と考えられた。

4　ま　　と　　め

クマイザサ，ミネヤナギー　シ′ヾの飼料成分及びミネラル

含量の季節変化を調査し．シバの飼料価値について検討し

た0その結果，クマイザサ．ミネヤナ半は夏に消化性の高

い成分が減少したが，シ′ヾほ夏に高く，春と秋に低い値と

なった○　ミネヤナ半は高消化性の成分やミネラル含鼠が著

しく高かった。3草種のミネラル含舅の季節的推移では．

P・Kは季節が進むにつれ低下し，逆にCa．Mgは上潮し．

Zn，Mnは春と秋に高く，夏に低い傾向が認められた。シ

バの飼料成分及びミネラル組成は．イネ科牧草並であり，

rllr）N含鼠は約50％であることが明らかとなった。
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